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これらのリスク管理体制に加え、銀行業務の公共性に鑑み、地震等大規模災害の発生時や新型ウイルスの流行時にも、
地域の社会・経済活動維持に必要な金融サービスを継続して提供し、あるいは早期に復旧できるよう、「業務継続計画書

（Business Continuity Plan）」を定めています。また、各種コンティンジェンシー・プランを整備し、定期的に訓練を実施
するなど、危機への対応力の強化に取り組んでいます。

リスク管理の基本方針

統合的なリスク管理体制

危機管理

企業価値向上の基盤 企業価値向上の基盤

リスク管理

金融サービスや業務が多様化するなか、銀行が直面するリスクは複雑化・多様化しており、リスク管理の重要性はますま
す高まっています。当行では、各リスクを正確に把握・認識するとともに、適切なリスク管理態勢を構築し、経営の健全性・
適切性を堅持しつつ、安定的な収益を確保することをリスク管理の基本方針として、リスク管理の強化・充実に取り組んで
います。

当行では、銀行業務を行ううえで直面するさまざまなリ
スクを統合的に把握・管理する体制としています。具体的
には、リスクをそれぞれ「信用リスク」、「市場リスク」、「オペ
レーショナル・リスク」などに区分し、各リスクに主管部署
を定めて管理するとともに、リスク統括部署を設置してこ
れらを統合的に管理しています。また、「ＡＬＭリスク管理
委員会」および「オペレーショナル・リスク管理委員会」を定
期的に開催し、各リスクの発生状況や管理状況を総合的に
把握・評価・監視するとともに、リスク管理に関する方針や
対応策を審議し、経営会議・取締役会に主要な審議・報告

事項を上申しています。
また、各リスクを共通の尺度で計量化し、経営体力に 

照らして適正な範囲内にリスク量をコントロールする「統合
リスク管理」の考え方のもと、信用、市場、オペレーショ
ナルの各リスク量およびその総量に限度枠を設定し、経営の
健全性・適切性確保と安定的な収益確保の両立を図って
います。

さらに、業務部門から独立した監査部門による内部監査
を実施し、各部門の内部管理の適切性・有効性を検証し、
改善を促す仕組みとしています。

■ リスク管理体制図
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オペレーショナル・リスク管理委員会
（リスク統括部内部統制課）

オペレーショナル・リスク

コンプライアンス委員会
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信用リスク管理

オペレーショナル・リスク管理

市場リスク・流動性リスク管理

貸出等の資産の健全性を保つことは、銀行経営において
最も重要な課題のひとつです。そのため、当行では、貸出
先や個別案件の信用リスクを統一的な尺度により評価す
る信用格付制度を導入し、信用度を勘案した融資取組方
針の策定や貸出金利の設定を行っています。また、融資の
基本方針を「百五銀行クレジットポリシー」に定め、特定の
企業や企業グループまたは業種に貸出が集中しないよう
管理するとともに、与信ポートフォリオ管理の観点から、貸
出金の業種別・地域別・信用格付別・与信額別等の分布状
況を把握し、貸出に係るリスクの分散に努めています。

自己資本比率の算定にあたっては、基礎的内部格付手
法を採用し、金融取引の多様化・高度化に対応した適切な
リスク管理態勢整備を行うとともに、リスク管理の高度化
に取り組んでいます。

また、内部管理においては、「統合リスク管理」の枠組み
のもと、自己資本比率の算定に含まれない「与信集中リス
ク」を含めた形で信用リスクをVaR（Value at Risk：予想
最大損失額）で計量化し、限度枠での管理等を通じて、適
正なリスクテイクと安定的な収益確保に努めています。

組織体制の面では、営業推進部門と貸出審査部門およ
び信用リスク管理部門を明確に分離し、厳正な審査・管理
を行っています。

なお、業況が悪化するなどの問題先に対しては、経営状
況等を適切に把握・管理し、必要に応じて再建計画の策定
の指導や整理・回収を行っています。

金利・為替・株価等市場の変動が収益に与える影響はま
すます大きくなってきています。そのため、当行では、ALM

（Asset&Liability Management：資産負債の総合 
管理）機能の強化を図り、安定的な収益確保をめざしてい
ます。具体的には、毎月開催する「ALMリスク管理委員会」
において、貸出金や有価証券等の資産と預金等の負債の
構成やその変化を分析し、向後の金利シナリオにもとづく
最適なポートフォリオ運営を協議しています。

業務・商品・サービスの多様化、業務処理のシステム化
等金融業務を巡る環境は日々変化しています。そのため、
当行では、「オペレーショナル・リスク管理規定」を制定し、
業務運営に伴う各種リスクを総合的に管理しています。 

「オペレーショナル・リスク管理委員会」では、これらの 
リスクを総合的に把握・評価・監視するとともに、リスク 
削減策を組織横断的に審議し、経営会議・取締役会に主要な
審議・報告事項を上申しています。

オペレーショナル・リスクについては、「事務リスク」、 
「システムリスク」、「情報資産リスク」、「倫理・法務リスク」、 
「人的リスク」、「有形資産リスク」、「風評リスク」、「その他の 
オペレーショナル・リスク」からなる幅広いリスクとして 
捉えており、定性的な管理と定量的な管理の両面からリスク 
管理に取り組んでいます。

組織体制の面では、事務リスク等の各リスクに主管部署 
を定めるとともに、オペレーショナル・リスク統括部署を 
設置し、相互に牽制が働く体制のもとでリスク管理を行っ
ています。

市場リスクについては、「統合リスク管理」の枠組みのも
と、「金利リスク」、「為替リスク」、「株価リスク」などの各種
リスクを、おもにVaRで計量化し、リスク量をそれぞれの 
リスクに設定した限度枠の範囲内にコントロールしてい 
ます。また、「銀行勘定の金利リスク」（IRRBB）の考え方を 
踏まえ、金利変動にともなう収益減少のリスクをモニタリング 
しています。

組織体制の面では、市場取引部署（フロントオフィス）と
市場事務管理部署（バックオフィス）を明確に分離している
ほか、市場リスク管理部署（ミドルオフィス）を設置し、相互
に牽制が働く体制のもとでリスク管理を行っています。

流動性リスクについては、円貨・外貨の資金繰りの状況
およびその見通しを適切に把握・管理するとともに、不測
の事態に備え流動性の高い資産を一定水準以上確保して
います。また、市場からの調達可能額を定期的に把握する
とともに、資金繰り逼迫度に応じた対応策をあらかじめ定
めています。




